
ー・

1

「
た
だ
過
ぎ
に
過
ぐ
」
の
よ
う
な
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動

詞
こ
と
い
う
形
式
の
表
現
が
、
中
古
・
中
世
の
物
語
・
日
記
・
随
筆
・
説

話
な
ど
に
広
く
現
れ
る
。
中
で
も
今
昔
物
語
集
に
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
用
例
が
多
く
、
こ
の
説
話
集
の
特
徴
的
な
語
法
の
ひ
と
つ
と
見
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
山
口
康
子
は
一
連
の
論
考
の
中
で
、
今
昔
物
語
集
に
お

け
る
こ
の
形
式
の
外
形
的
特
徴
を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

原
則
と
し
て
「
出
典
文
献
の
表
現
と
は
関
係
な
く
」
「
地
の
文
に
用
い
ら
れ
」

「
二
に
上
・
下
接
す
る
動
詞
は
意
味
的
に
来
往
動
詞
か
状
態
の
変
化
を
示

す
も
の
に
限
定
さ
れ
」
「
直
接
話
法
の
会
話
文
を
吸
着
し
て
い
る
。
」

小
稿
の
筆
者
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】

型
の
表
現
の
例
か
ら
、
さ
ら
に
ひ
と
つ
の
外
形
的
・
客
観
的
な
事
実
を
帰

納
し
得
る
と
考
え
る
。
そ
の
事
実
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
こ
の
表
現

形
式
の
用
法
が
、
そ
れ
以
前
の
作
り
物
語
や
歴
史
物
語
な
ど
に
お
け
る
用

法
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
一
面
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、

こ
の
形
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、

重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
は
じ
め
に
そ
の
事
実
を
示

し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

そ
の
意
味
的
特
質
と
の
関
連
か
ら
I

今
昔
物
語
集
に
お
け
る

【
た
だ

面
詞
]

型
表
現
形
式
の
運
用
法

1
.
2

今
昔
物
語
集
に
は
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表

(
3
)
 

現
が
92
例
見
出
せ
る
。
ま
ず
2
例
を
挙
げ
る
。

a

大
臣
ノ
宣
ハ
ク
「
我
レ
、
此
児
二
目
ヲ
ナ
ム
見
合
マ
ジ
キ
。
親

子
ノ
契
ナ
レ
バ
、
年
経
テ
ハ
行
キ
合
フ
事
有
ト
モ
、
忽
ナ
ム
見

ジ
キ
。
速
二
乳
母
ノ
家
二
将
行
テ
置
タ
レ
」
ト
モ
。
只
出
シ
ニ

出
シ
給
ヘ
バ
、
乳
母
卜
、
人
車
ヲ
借
テ
、
糸
心
地
溌
テ
、
奇
異

シ
ト
思
テ
、
物
モ
取
リ
不
敢
ズ
シ
テ
泣
;
ク
若
君
ヲ
具
シ
テ
出

ヌ

。

（

巻

十

九

依

小

児

破

硯

侍

出

家

語

第

九

）

b

見
レ
バ
、
若
キ
男
也
、
侍
ナ
メ
リ
ト
見
エ
、
登
照
、
前
二
呼
ビ

居
ヘ
テ
云
ク
「
其
ヲ
呼
ビ
聞
ヘ
ツ
ル
事
ハ
、
夜
前
、
笛
ヲ
吹
テ

過
ギ
給
ヒ
シ
ニ
、
命
、
今
明
二
終
ナ
ム
ズ
ル
相
、
其
笛
ノ
音
二

聞
ヘ
シ
カ
バ
、
其
事
告
申
サ
ム
ト
思
ヒ
シ
ニ
、
雨
ノ
痛
ク
降
シ

二
、
只
過
ギ
ニ
過
ギ
給
ヒ
ニ
シ
カ
バ
、
否
不
告
申
デ
、
極
テ
糸

惜
卜
思
ヒ
聞
ヘ
シ
ニ
、
今
夜
其
笛
ノ
音
ヲ
聞
ケ
バ
、
遥
二
命
延

給
ヒ
ニ
ケ
リ
。
今
夜
何
ナ
ル
勤
力
有
ツ
ル
」
卜
。

（
巻
二
四
僧
登
照
相
倒
朱
雀
門
語
ニ
―
)

こ
の

2
例
は
、
【
に
】
に
下
接
す
る
[
動
詞
]
が
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
フ
」

を
と
も
な
っ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
そ
し
て
今
昔
物
語
集
の
92
例
の
う

に
[
動
詞
]
】

島

田

康

千
Jノイ
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ち
‘
[
動
詞
]
が
こ
の
「
給
フ
」
を
と
も
な
う
例
は
他
に
は
な
い
。
ま
た
「
セ

給
フ
」
あ
る
い
は
「
ル
・
ラ
ル
」
を
と
も
な
う
例
も
な
<
、
[
動
詞
]
部
分

に
「
召
ス
」
「
仰
ス
」
な
ど
の
尊
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
例
も
皆
無
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型

の
表
現
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
動
作
・
行
為
な
ど
の
主
体
に
対
す
る
「
尊

(
4
)
 

敬
」
表
現
を
と
も
な
わ
ず
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に

1
例
を
挙
げ
る
。

C

女
ノ
云
ク
「
其
ノ
人
ハ
返
リ
給
ケ
ル
ヨ
リ
、
物
モ
不
思
エ
ズ
、

只
死
二
死
ヌ
ル
様
二
見
ケ
レ
バ
『
何
ナ
ル
事
ノ
有
ツ
ル
ゾ
』
ナ

ド
人
;
被
問
ケ
レ
ド
モ
、
物
ヲ
ダ
ニ
否
不
宣
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
主

モ
驚
キ
騒
テ
、
知
ル
人
モ
元
キ
人
ニ
テ
有
レ
バ
、
仮
屋
ヲ
造
テ

被
出
タ
リ
ケ
レ
バ
、
程
モ
尤
ク
死
給
ヒ
ニ
ケ
リ
」
卜
云
フ
ヲ
…
。

（
巻
二
七
正
親
大
夫

□若
時
値
鬼
語
第
十
六
）

こ
の
C

と
b
と
の

2
例
が
、
会
話
文
中
に
こ
の
表
現
形
式
が
現
れ
る
例
の

全
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、

b
に
つ
い
て
は
引
用
部
分
の
直
前
の
地
の
文
に

「
雨
ハ
痛
ク
降
ル
ニ
、
笛
吹
ク
者
只
過
ギ
ニ
過
タ
レ
バ
、
不
云
シ
テ
止
ヌ
。
」

と
あ
り
、
こ
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
先
に
引
用
し
た
山
口
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今
昔
物
語

集
に
お
け
る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
は
ヽ
ほ
ぼ
地
の
文

専
用
に
使
用
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
形
式
の
表
現
に
会
話
文
中
の
用
例
が
少
な
い
傾
向
は
、
源
氏
物
語

や
栄
花
物
語
に
も
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
が
「
尊
敬
」
表
現
を
と
も
な
わ

な
い
と
い
う
点
は
、
こ
の
表
現
形
式
の
使
用
が
活
発
化
し
た
宇
津
保
物
語

や
落
窪
物
語
、
比
較
的
用
例
の
多
い
源
氏
物
語
や
栄
花
物
語
に
は
見
ら
れ

(
5
)
 

な
い
事
象
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
に
指
摘
し
得
た
事
実
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
昔
物
語
集
に
お
け

る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
は
地
の
文
に
集
中
し
ヽ
そ
こ

で
表
現
さ
れ
る
動
作
・
行
為
な
ど
に
は
、
原
則
と
し
て
「
尊
敬
」
表
現
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
本
集
に
お
け
る
こ
の
形
式
の
表
現
が
、
各
説
話
の
出
典
文
献

の
表
現
に
拠
っ
た
も
の
で
な
い
以
上
、
こ
の
表
現
形
式
と
「
尊
敬
」
表
現

と
を
共
存
さ
せ
な
い
用
法
は
、
本
集
に
そ
の
独
自
性
を
認
め
て
よ
い
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
右
に
ま
と
め
た
事
実
は
、
今
昔
物

語
集
の
撰
者
に
よ
っ
て
、
あ
る
人
物
の
動
作
・
行
為
な
ど
の
描
写
に
「
尊

敬
」
表
現
の
適
用
が
選
択
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
は
【
た
だ
[
動
詞
]
に

[
動
詞
]
】
と
い
う
形
式
の
発
動
が
回
避
さ
れ
て
い
る
、
と
換
言
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て

論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

2
.
1

ま
ず
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
に
よ
つ
て
表
現
さ

れ
る
動
作
・
行
為
な
ど
の
主
体
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

92
例
の
う
ち
に
は

人
間
以
外
の
事
物
を
動
作
・
行
為
な
ど
の
主
体
と
す
る
も
の
が

26
例
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
蛇
・
蜘
蛛
・
馬
・
狗
・
狐
・
瓜
な
ど
動
植
物
の
ほ
か
、
山
・

寺
・
門
・
板
な
ど
の
無
生
物
や
、
年
月
・
日
・
潮
と
い
っ
た
自
然
現
象
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た

66
例
を
調
査
の
対
象
と
し
、
【
た
だ
[
動
詞
]

に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
に
よ
つ
て
そ
の
動
作
．
行
為
な
ど
を
描
写
さ
れ
た

人
物
を
、
所
属
す
る
社
会
階
層
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
分
類
す
る
。

分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
桜
井
（
暉
）
が
今
昔
物
語
集
の
敬
語
の
敬
度
を

調
査
す
る
た
め
に
設
け
た
グ
ル
ー
プ
分
け
を
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。
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大
臣
（
巻
十
九
・
九
）

僧
（
巻
十
四
•
四
四
、
巻
十
五
・
十
五
、
巻
十
九
・
十
九
、

巻
二
十
・
三
九
）

高
貴
な
女
性
（
巻
十
六
・
ニ
八
）

上
達
部
達
（
巻
ニ
ニ
・
八
）

7
例
の
う
ち

4
例
を
し
め
る
僧
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

2
例
に
【
た
だ
[
動

II 

ー ー 4
 
ー

第
I
群
天
皇
・
皇
族
・
摂
関
・
大
臣

II

第
II
群
大
納
言
・
中
納
言
・
大
将
・
中
将
な
ど
、
お
よ
び
僧
侶

III

第
III
群

第

II
群
に
続
く
も
の
で
、
大
体
国
司
以
下

こ
れ
に
し
た
が
っ
て
分
類
す
る
と
、

用
例
数
「
給
フ
」
を
と
も
な
う
例

ー

1

1

(

a

…
地
の
文
）

6

0

 

ーーI

l

l

5

9

1

(

b

…
会
話
文
）

と
な
り
、
人
物
を
主
体
と
す
る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
表
現
の

大
部
分
、
約
9
割
は
第
III
群
に
属
す
る
人
物
の
動
作
・
行
為
な
ど
に
つ
い

て
、
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
桜
井
（
暉
）

の
調
査
に
よ
れ
ば
「
地
の
文
に
お
け
る
尊
敬
語
の
使
用
対
象
の
下
限
は
、

原
則
と
し
て
第
II
群
」
で
あ
り
、
こ
の
形
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
動
作
・

行
為
の
主
体
は
そ
の
分
布
に
お
い
て
、
「
尊
敬
語
の
使
用
対
象
」
と
対
照
的

で
あ
る
と
言
え
る
。

2
.
2

次
に
、
第
I
.
I
I
群
に
属
す
る
人
物
を
主
体
と
し
て
こ
の
表

現
形
式
が
使
用
さ
れ
た

7
例
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。

7
例
の
内
訳

は
次
の
通
り
。

詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
表
現
が
発
動
さ
れ
た
段
階
で
は
、
未
だ
そ
の
正
体
が

不
明
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
（
巻
十
四
•
四
四
、
巻
十
五
・
十
五
）
。

残
る

2
例
は
、
生
前
の
罪
に
よ
り
死
ん
で
な
お
苦
患
を
受
け
る
も
の
（
巻

十
九
・
十
九
）
と
、
「
智
リ
尤
キ
ガ
故
二
」
騎
慢
を
な
す
も
の
（
巻
二
十
・

三
九
）
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
各
説
話
を
通
し
て
地
の
文
で
は
「
尊
敬
」

表
現
の
適
用
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

高
貴
な
女
性
（
巻
十
六
・
ニ
八
）
に
つ
い
て
は
、
「
品
不
賤
ヌ
人
、
忍
テ
、

侍
ナ
ド
具
シ
テ
、
歩
ヨ
リ
長
谷
へ
参
ル
有
リ
」
と
登
場
し
た
直
後
に
、
「
歩

ビ
極
テ
只
垂
二
垂
居
タ
ル
…
」
と
件
の
表
現
形
式
が
現
れ
る
。
供
の
人
々

の
会
話
中
で
は
、
き
わ
め
て
敬
度
の
高
い
「
セ
給
フ
」
を
も
っ
て
待
遇
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
女
性
の
「
品
不
賤
ヌ
」
素
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
「
只
垂
二
垂
居
タ
ル
」
と
い
う
表
現
は
こ
の
会
話
に
先
行
す
る
部
分

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
素
性
に
関
す
る
情
報
が
乏
し
い
段
階
で
件
の
表
現

形
式
が
使
用
さ
れ
る
点
は
、
僧
の

2
例
と
共
通
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
女
性
も
地
の
文
で
は
「
尊
敬
」
表
現
の
適
用
を
も
っ
て
待

遇
さ
れ
て
い
な
い
。

右
に
見
た

5
例
の
人
物
は
、
分
類
上
は

II
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
る
も

(
7
)
 

の
の
、
実
際
に
は
地
の
文
に
お
い
て
「
尊
敬
」
表
現
を
一
度
も
適
用
さ
れ

て
い
な
い
点
で
共
通
す
る
、
「
尊
敬
語
の
使
用
対
象
」
に
は
相
当
し
な
い
人

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2
.
3

残
る

2
例
、
「
大
臣
」
（
巻
十
九
・
九
）
と
「
上
達
部
達
」
（
巻

ニ
ニ
・
八
）
は
、
右
の

5
例
と
比
較
す
る
と
社
会
的
身
分
も
格
段
に
上
位

で
あ
り
、
特
に
「
大
臣
」
は
地
の
文
に
お
い
て
常
に
「
尊
敬
」
表
現
の
適

用
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
て
い
る
。
「
上
達
部
達
」
に
も
説
話
の
前
半
で
は
、
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左
大
臣
一
行
と
し
て
「
給
フ
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
撰
者
に
と
っ
て
は
、

両
者
と
も
に
「
尊
敬
」
表
現
の
適
用
が
意
識
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
右
の

5
例
と
は
そ
の
点
に
お
い
て
隔
た
り
が
あ
り
、
集
中
の

【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
92
例
中
で
も
き
わ
め
て
例
外
的

な
用
法
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

2
例
に
つ
い
て
、
件
の
表

現
形
式
が
発
動
さ
れ
た
状
況
を
検
討
す
る
。

「
大
臣
」

a

大
臣
ノ
宣
ハ
ク
「
我
レ
、
此
児
二
目
ヲ
ナ
ム
見
合
マ
ジ
キ
。
親

子
ノ
契
ナ
レ
バ
、
年
経
テ
ハ
行
キ
合
フ
事
有
ト
モ
、
忽
ナ
ム
見

ジ
キ
。
速
二
乳
母
ノ
家
二
将
行
テ
置
タ
レ
」
ト
モ
。
只
出
シ
ニ

出
シ
給
ヘ
バ
、
乳
母
卜
、
人
車
ヲ
借
テ
、
糸
心
地
溌
テ
、
奇
異

シ
ト
思
テ
、
物
モ
取
リ
不
敢
ズ
シ
テ
泣
;
ク
若
君
ヲ
具
シ
テ
出

ヌ

。

（

巻

十

九

依

小

児

破

硯

侍

出

家

語

第

九

）

前
述
の
通
り
、
地
の
文
の
用
例
中
唯
一
「
給
フ
」
を
下
接
す
る
例
で
あ

る
。
「
大
臣
」
（
小
一
条
左
大
臣
師
手
）
家
に
代
々
伝
わ
る
家
宝
の
硯
を
、

仕
え
て
い
た
若
い
男
が
誤
っ
て
割
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
男
を
か
ば
っ
て
そ

の
罪
を
被
っ
た
大
臣
家
の
若
君
を
、
激
情
に
駆
ら
れ
た
「
大
臣
」
が
追
い

出
し
て
し
ま
う
場
面
で
あ
る
。
若
君
は
こ
の
後
、
高
熱
に
よ
っ
て
重
態
に

陥
る
が
、
話
を
聞
い
て
嘆
き
悲
し
む
主
上
を
よ
そ
に
、
当
の
「
大
臣
」
は

「
此
ル
次
二
死
ヌ
、
吉
キ
事
也
」
と
肉
親
に
あ
る
ま
じ
き
態
度
を
取
り
続

け
る
。
硯
を
惜
し
ん
で
元
服
前
の
我
が
子
を
放
逐
す
る
「
大
臣
」
の
行
為

は
、
倫
理
的
・
社
会
的
に
常
識
の
枠
を
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
件
の
表
現
形
式
は
「
大
臣
」
が
ま
さ
に
若
君
を
放
逐
す
る
部
分
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
上
達
部
達
」

此
ク
テ
既
二
返
リ
給
ヒ
ナ
ム
ト
為
ル
ニ
、
大
納
言
、
大
臣
二
申

シ
給
ハ
ク
、
「
痛
ク
酔
セ
給
ヒ
ニ
タ
メ
リ
。
御
車
ヲ
此
二
差
シ
寄

セ
テ
奉
レ
」
卜
。
大
臣
宣
ハ
ク
、
「
糸
便
元
キ
事
也
。
何
デ
カ
然

ル
事
ハ
候
ハ
ム
。
痛
ク
酔
ヒ
ナ
ム
、
此
ノ
殿
二
候
ヒ
テ
酔
醒
テ

コ
ソ
ハ
罷
出
メ
」
ナ
ド
有
ル
ニ
、
他
ノ
上
達
部
達
モ
「
極
テ
吉

キ
事
也
」
ト
テ
、
御
車
ヲ
橋
隠
ノ
本
二
只
寄
セ
ニ
寄
ス
ル
ニ
程

コ
、
曳
出
物
二
極
キ
馬
二
疋
ヲ
引
タ
リ
、
御
送
物
二
箪
ナ
ド
取

出
タ
リ
。
（
巻
二
二
時
平
大
臣
取
國
経
大
納
言
妻
語
第
八
）

大
納
言
（
國
経
）
邸
を
訪
れ
た
左
大
臣
（
時
平
）
が
暇
を
申
し
出
る
と
、

大
納
言
は
、
車
を
寝
殿
正
面
階
段
前
の
車
寄
せ
に
寄
せ
る
よ
う
に
言
う
。

左
大
臣
は
辞
退
す
る
が
、
供
の
「
上
達
部
達
」
は
橋
隠
の
下
に
「
只
寄
セ

二
寄
」
せ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
大
納
言
は
左
大
臣
の
伯

父
に
当
た
る
が
齢
す
で
に
八
十
、
左
大
臣
の
訪
問
が
、
自
分
の
妙
齢
の
妻

を
狙
っ
て
の
こ
と
と
も
知
ら
ず
歓
待
し
、
挙
げ
句
に
妻
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
、
と
い
う
の
が
こ
の
説
話
の
大
筋
で
あ
る
。
車
を
寄
せ
る
よ
う
に
と
い

う
申
し
出
も
、
伯
父
と
は
言
え
下
位
者
で
あ
る
大
納
言
邸
を
わ
ざ
わ
ざ
訪

れ
た
一
の
大
臣
に
対
す
る
特
別
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
大
臣
が
「
便
元
キ
事
」

と
し
て
こ
の
申
し
出
を
辞
退
し
た
の
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
特
別
の
配
慮
」

を
、
す
な
わ
ち
「
心
殊
ナ
ラ
ム
曳
出
物
」
と
し
て
の
大
納
言
の
妻
を
所
望

す
る
伏
線
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
「
階
の
前
ま
で
車
を
つ
け
る
の
は
身
分
に

(
8
)
 

大
差
が
あ
る
か
、
急
病
の
時
と
か
に
限
ら
れ
て
」
い
る
と
い
う
当
代
の
常

識
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か

ら
見
る
と
、
「
吉
キ
事
也
」
と
し
て
橋
隠
の
下
ま
で
車
を
「
只
寄
セ
ニ
寄
」

せ
て
し
ま
う
供
の
「
上
達
部
達
」
の
行
為
は
き
わ
め
て
異
例
、
非
常
識
的

で
あ
り
、
彼
ら
の
属
す
る
社
会
に
お
け
る
行
動
規
範
か
ら
の
逸
脱
と
言
う

d
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こ
と
が
で
き
る
。

「
大
臣
」
「
上
達
部
達
」
の
両
者
が
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型

の
表
現
を
も
っ
て
描
写
さ
れ
た
行
為
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
非
常
識
的
な
、

規
範
か
ら
の
い
ち
じ
る
し
い
逸
脱
で
あ
る
、
と
い
う
共
通
点
を
有
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
の
上
達
部
た
ち
に
対
し
て
は
、
説
話
の
前
半
部
に
、
左

大
臣
一
行
と
し
て
「
給
フ
」
が
一
度
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
各
目
ヲ

食
セ
テ
、
或
ハ
出
ヌ
、
或
ハ
立
隠
レ
テ
」
の
よ
う
に
「
尊
敬
」
表
現
の
適

用
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
常
に
「
尊
敬
」
表
現
の
適
用
を
受
け
る
「
大
臣
」

と
は
、
そ
の
待
遇
に
お
い
て
、
な
お
差
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
唯
一
「
給
フ
」
を
下
接
す
る
形
で
件
の
表
現
形
式
が
発
動
さ
れ

た
「
大
臣
」
は
、
「
小
一
条
左
大
臣
師
手
」
と
い
う
固
有
名
に
よ
り
実
在
の

人
物
と
し
て
特
定
可
能
で
あ
る
点
で
も
、
「
上
達
部
達
」
を
は
じ
め
、

11
の

用
例
の
人
物
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
後
に
触
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、
今
昔
物
語
集
中
の
【
た
だ
[
動

詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
形
式
は
、
原
則
と
し
て
、
地
の
文
に
お
い
て

「
尊
敬
」
表
現
が
適
用
さ
れ
る
人
物
を
主
体
と
し
て
発
動
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
。
か
か
る
主
体
の
行
為
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
非
常
識
的
、
規
範
か

ら
の
い
ち
じ
る
し
い
逸
脱
で
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
が
発
生
す
る
が
、
希

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
今
昔
物
語
集
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
ら
れ
る
古
本
説
話

集
・
打
聞
集
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
8
例
（
今
昔
物
語
集
と
の
同
文
話
を
除
け

ば
4
例
）
•
3

例
の
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
表
現
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
が
、
右
に
見
た
件
の
表
現
形
式
に
お
け
る
主
体
の
偏
り
は
、

そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
っ
て
例
外
は
な
い
。
さ
ら
に
鎌
倉
時
代
ま
で
下
っ
て
、

宇
治
拾
遺
物
語
・
発
心
集
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
宇
治
拾
遺

物
語
に
は
2
6
例
（
今
昔
物
語
集
・
古
本
説
話
集
と
の
同
文
話
を
除
け
ば
12

例
）
と
例
が
多
い
が
、
「
尊
敬
」
表
現
を
と
も
な
う
例
は
な
い
。

2
.
4

こ
の
表
現
形
式
に
「
尊
敬
」
表
現
を
共
存
さ
せ
な
い
用
法
は
、

実
は
、
今
昔
物
語
集
以
前
に
、
す
で
に
枕
草
子
に
そ
の
萌
芽
と
も
言
う
べ

き
傾
向
を
認
め
得
る
。
用
例
の
総
数
や
徹
底
度
に
お
い
て
、
今
昔
物
語
集

の
独
自
性
は
揺
る
が
な
い
が
、
枕
草
子
に
見
え
る
件
の
表
現
形
式
の
用
法

は
、
今
昔
物
語
集
中
の
そ
れ
と
類
似
の
一
面
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
【
た
だ

[
動
詞
]
に
[
動
詞
こ
型
の
表
現
18
例
の
う
ち
、
人
間
以
外
の
事
物
（
犬
・

齢
•
海
面
な
ど
）
を
動
作
・
行
為
の
主
体
と
す
る
も
の
5

例
、
下
衆
・
従

者
ク
ラ
ス
の
人
物
を
主
体
と
す
る
も
の
6
例
な
ど
に
対
し
、
地
の
文
に
お

い
て
「
尊
敬
」
表
現
が
適
用
さ
れ
る
人
物
を
主
体
と
す
る
も
の
は
、
次
の

「
藤
―
―
位
」
の

1
例
に
過
ぎ
な
い
。

e

上
の
「
こ
の
わ
た
り
に
み
え
し
色
紙
に
こ
そ
、
い
と
よ
く
に
た

れ
」
と
う
ち
ほ
A

へ
ま
せ
給
て
、
い
ま
―
つ
御
厨
子
の
も
と
な

り
け
る
を
と
り
て
、
さ
し
給
は
せ
た
れ
ば
、
「
い
で
あ
な
心
う
。

こ
れ
、
お
ほ
せ
ら
れ
よ
。
あ
な
頭
い
た
や
。
い
か
で
と
く
き
A

侍
ら
ん
」
と
、
た
ゞ
せ
め
に
せ
め
申
、
う
ら
み
き
こ
え
て
笑
ひ

給
に
、
や
う
／
＼
お
ほ
せ
ら
れ
い
で
て
、
「
使
に
い
き
け
る
鬼
童

は
、
台
盤
所
の
刀
自
と
い
ふ
も
の
の
も
と
な
り
け
る
を
、
小
兵

衛
が
か
た
ら
ひ
い
だ
し
て
、
し
た
る
に
や
あ
り
け
ん
」
な
ど
、

お
ほ
せ
ら
る
れ
ば
、
宮
も
笑
は
せ
た
ま
ふ
を
、
ひ
き
ゆ
る
が
し

た
て
ま
つ
り
て
、
「
な
ど
、
か
く
は
、
は
か
ら
せ
を
は
し
ま
し
し

ぞ

。

…

(

-

三

一

段

）

「
藤
三
位
」
は
、
藤
原
師
輔
の
四
女
繁
子
で
一
条
帝
の
御
乳
母
と
さ
れ

-5-



る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
帝
に
か
ら
か
わ
れ
た
「
藤
三
位
」
が
、
そ
の

こ
と
で
帝
•
宮
を
責
め
て
い
る
。
う
ち
と
け
た
雰
囲
気
で
は
あ
る
が
、
帝

を
「
た
ゞ
せ
め
に
せ
め
申
」
し
、
宮
を
「
ひ
き
ゆ
る
が
し
た
て
ま
つ
り
」

な
ど
、
御
乳
母
と
い
う
言
わ
ば
「
身
内
」
で
あ
る
「
藤
三
位
」
だ
か
ら
こ

そ
許
さ
れ
る
行
動
で
あ
る
。
そ
の
様
子
が
「
ね
た
が
り
ゐ
給
へ
る
さ
ま
も
、

い
と
ほ
こ
り
か
」
な
の
も
、
そ
の
点
に
根
ざ
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、

彼
女
の
行
動
は
一
般
の
I

「
身
内
」
な
ど
の
特
別
な
関
係
に
な
い
ー
貴
族

た
ち
に
と
っ
て
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
非
常
識
的
と
い

(
9
)
 

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
藤
三
位
」
の
例
は
、
こ
の
点
で
今
昔
物

語
集
の
「
大
臣
」
や
「
上
達
部
達
」
の
例
と
、
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
「
藤
三
位
」
だ
け
が
、
枕
草
子
の
地
の
文
の
用

例
中
、
動
作
・
行
為
の
主
体
が
個
人
と
し
て
特
定
で
き
る
例
で
あ
る
こ
と

(10) 

も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
く
。

3
.
1

右
の
よ
う
に
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
と
い
う
形
式

で
そ
の
動
作
・
行
為
を
表
現
さ
れ
る
主
体
の
身
分
的
な
偏
り
は
、
今
昔
物

語
集
に
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
説
話
集
、
さ
ら
に
枕

草
子
に
も
指
摘
し
得
る
。
こ
の
よ
う
な
偏
り
が
生
じ
た
理
由
の
究
明
の
た

め
に
は
、
こ
の
形
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
自
体
の
意
味
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

枕
草
子
に
次
の
一
段
が
あ
る
。
全
文
を
引
用
し
て
示
す
。

f

た
ゞ
す
ぎ
に
す
ぐ
る
物
帆
か
け
た
る
舟
。
人
の
よ
は
ひ
。
春
、

夏

、

秋

、

冬

。

（

第

二

四

一

段

）

作
者
に
と
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
事
物
は
、
「
た
ゞ
す
ぎ
に
す
ぐ
」
と
【
た

だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
形
式
に
よ
つ
て
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
相

応
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
事
物
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
短
い
章
段
で
は

あ
る
が
、
こ
の
一
文
は
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
と
い
う
表
現
形
式

に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
の
意
味
が
も
っ
と
も
端
的
に
現
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
、
こ
の
表
現
形
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
自
分

の
真
意
を
表
し
得
る
と
考
え
ら
れ
た
文
の
例
と
し
て
、
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

で
は
、
こ
こ
で
の
「
た
ゞ
す
ぎ
に
す
ぐ
る
物
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
諸
注
釈
書
の
解
釈
は
「
た
だ
も
う
過
ぎ
る
一

方
の
も
の
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
「
一
方
的
に
過
ぎ
去
る
も
の
。
も
ど

る
こ
と
も
と
ど
ま
る
こ
と
も
な
い
有
様
が
「
た
だ
過
ぎ
」
」
（
新
日
本
古
典

文
学
大
系
）
「
た
だ
も
う
む
や
み
に
過
ぎ
て
行
く
も
の
。
こ
こ
で
は
知
ら
ぬ

う
ち
に
過
ぎ
去
っ
て
行
っ
た
の
に
気
が
つ
い
て
驚
く
、
と
い
っ
た
も
の
を

あ
げ
て
あ
る
」
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
「
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
く
経
過
し

て
ゆ
く
も
の
」
（
萩
谷
薗
）
「
ど
ん
ど
ん
早
く
過
ぎ
去
る
も
の
」
（
田
中
闊
）

な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
差
違
が
あ
っ
て
一
様
で
な
い
。

ま
た
「
人
の
よ
は
ひ
。
春
、
夏
、
秋
、
冬
」
と
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
た
「
帆

か
け
た
る
舟
」
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
指
摘
す
る
田

中
（
図
）
以
外
に
は
、
「
人
の
漕
ぐ
舟
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
」
と
す
る
新

日
本
古
典
文
学
大
系
の
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
幾
多
の
過

ぎ
ゆ
く
も
の
の
中
か
ら
積
極
的
に
「
帆
か
け
た
る
舟
」
が
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
「
た
ゞ
す
ぎ
に
す
ぐ
」
の
解
釈
に
は
見
落
と
せ
な
い
意
味
を
も

つ
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
で
は
、
帆
を
か
け
た
舟
が
、

人
の
漕
ぐ
舟
と
最
も
明
白
に
違
っ
て
い
る
点
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
人
の
漕

ぐ
舟
よ
り
速
度
が
速
い
と
は
一
概
に
言
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
目
的
地
が
あ

る
以
上
、
決
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
も
そ
ぐ
わ
な
い
よ
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3
.
2

前
節
で
の
考
察
か
ら
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞

n
型
の

う
に
思
わ
れ
る
。
「
帆
か
け
た
る
舟
」
の
、
人
の
漕
ぐ
舟
と
比
し
た
場
合
の

最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
そ
の
航
行
が
風
力
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
風
と

い
う
人
の
意
思
の
及
ば
な
い
も
の
に
全
面
的
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
年
齢
や
季
節
も
、
そ
の
経
過
や
推
移
に
人
の
力
が
関
与
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
る
。

「
帆
か
け
た
る
舟
」
が
「
人
の
漕
ぐ
舟
に
対
し
て
」
言
わ
れ
た
も
の
だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
章
段
で
作
者
が
強
調
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
「
帆
か
け
た

る
舟
。
人
の
よ
は
ひ
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
」
の
過
ぎ
方
に
は
中
断
・
遅
滞

が
な
い
と
い
う
、
そ
の
過
ぎ
方
の
絶
え
間
な
い
様
子
や
早
さ
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
過
ぎ
る
こ
と
を
「
と
ど
め
よ
う
と
し
て
も
と
ど
め
よ

う
が
な
い
、
自
分
の
意
思
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
思

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
帆
か
け
た
る
舟
。
人
の
よ
は
ひ
。
春
、

夏
、
秋
、
冬
」
と
い
う
主
体
が
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
、
あ
る
い

は
そ
の
中
で
生
き
る
作
者
の
意
思
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
「
過
ぐ
る
」
こ

(11) 

と
に
、
作
者
の
感
興
の
焦
点
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
【
た
だ

[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
と
い
う
表
現
形
式
は
、
そ
れ
を
強
調
す
る
有
効
な

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た

a
S
e
の
例
も
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞

n

と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
た
行
為
・
動
作
は
、
い
ず
れ
も
関
係
者
の
意
思

や
反
応
、
あ
る
い
は
常
識
や
規
範
と
い
っ
た
自
ら
の
行
動
を
規
制
す
る
枠

な
ど
、
周
囲
の
状
況
に
は
関
わ
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
・
動
作
は
、
時
に
乳
母

(
a
)
登
照

(
b
)
女

(
C
)

な
ど
の
関
係
者
が
為
す
す
べ
も
な
く
立
ち
つ
く
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

表
現
の
特
質
は
、
そ
の
行
為
・
動
作
な
ど
が
、
関
係
者
の
意
思
や
反
応
あ

る
い
は
周
囲
の
状
況
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
点
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
副
詞
「
た
だ
」
の
「
ひ
た
す
ら
」
と
い
う
本

来
の
意
味
か
ら
考
え
て
も
、
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
口
（
即
）
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
同
一
動
詞
反
復
形
式
」
が

「
そ
の
行
為
・
動
作
・
作
用
の
結
果
が
主
体
も
し
く
は
関
係
者
に
と
っ
て

不
愉
快
．
迷
惑
・
困
難
・
不
幸
で
あ
る
も
の
、
又
は
そ
う
い
う
状
態
の
原

因
と
な
る
も
の
、
の
表
現
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘

す
る
が
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
の
特
質
を
右
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
そ
の
行
為
・
動
作
な
ど
の
結
果
が
「
関
係
者
に
と
っ
て
不

愉
快
・
迷
惑
・
困
難
・
不
幸
」
を
招
来
し
や
す
い
こ
と
に
も
説
明
が
付
く
。

ま
た
、
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
の
表
現
が
動
詞
の
表
す
動
作
●

作
用
の
ど
の
よ
う
な
局
面
を
強
調
し
て
い
る
の
か
を
動
詞
の
種
類
別
に
考

察
し
た
近
藤
（
岡
）
は
、
「
動
作
の
停
滞
や
中
断
を
も
た
ら
し
得
る
よ
う
な

要
因
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
動
作
が
継
続
・
反
復
す
る
」
と
解

せ
る
例
、
「
状
態
の
招
来
が
他
人
に
阻
止
さ
れ
る
等
せ
ず
、
た
だ
ち
に
実
現

さ
れ
る
」
と
解
せ
る
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
動
作
が
、
中
断
や
停
滞
す

る
こ
と
な
く
継
続
・
反
復
す
る
こ
と
を
強
調
的
に
表
す
」
、
状
態
の
招
来
の

「
実
現
の
早
さ
」
を
強
調
的
に
表
す
、
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
む
し
ろ
「
動

作
の
停
滞
や
中
断
を
も
た
ら
し
得
る
よ
う
な
要
因
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら

ず
」
「
他
人
に
阻
止
さ
れ
る
等
せ
ず
」
の
部
分
が
強
調
さ
れ
た
と
考
え
て
無

理
が
な
い
。
例
え
ば
、

g

「
園
融
院
の
、
む
ら
さ
い
の
ミ
子
日
の
日
、
曾
禰
好
忠
い
か

に
侍
け
る
事
ぞ
」
と
い
へ
ば
、
「
そ
れ
（
、
い
と
興
に
侍
り
し

事
也
。
さ
ば
か
り
の
こ
と
に
上
下
を
え
ら
ば
ず
和
寄
を
賞
せ
さ
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せ
給
は
ん
に
、
げ
に
い
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
に
は
べ
れ
ど
、
か
く

ろ
へ
に
て
優
な
る
百
可
を
よ
み
い
だ
さ
ん
だ
に
い
と
無
礼
に
侍
ベ

る
べ
き
。
こ
と
に
、
座
に
た
ゞ
つ
き
に
つ
き
た
り
し
、
あ
さ
ま

し

く

侍

り

し

こ

と

ぞ

か

し

。

（

大

鏡

第

六

巻

）

右
の
例
に
お
い
て
も
、
作
者
が
「
た
ゞ
つ
き
に
つ
き
た
り
し
」
で
表
現
し

よ
う
と
し
た
の
は
、
曾
丹
の
着
座
が
た
だ
ち
に
実
現
さ
れ
た
と
い
う
「
実

現
の
早
さ
」
よ
り
も
、
召
人
で
は
な
い
こ
と
な
ど
に
関
係
な
く
座
に
着
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
結
果
が
も
た
ら
し
た
居
合
わ
せ
た
人
々
の
困

惑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
栄
花
物
語
に
は
生
後
間
も
な
い
姫
宮
が
笑
う
様
子
や
、
抱
か

れ
る
ま
ま
に
寄
り
か
か
る
様
子
の
描
写
に
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
〕
】

型
の
表
現
が
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
そ
も
そ
も
乳
幼
児
は
、

周
り
の
大
人
か
ら
見
れ
ば
、
関
係
者
の
意
思
や
反
応
ま
た
は
周
囲
の
状
況

を
理
解
し
得
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
例

は
宇
津
保
物
語
に
も
あ
り
、
当
歳
の
今
宮
が
「
た
だ
笑
ひ
に
笑
ふ
」
様
子

を
「
無
心
に
、
無
邪
気
に
笑
う
」
様
子
と
す
る
山
口
（
郎
b
)
の
解
釈
は

当
を
得
た
も
の
と
言
え
る
。

4

こ
の
表
現
形
式
の
意
味
的
特
質
を
右
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
表

現
さ
れ
る
主
体
の
偏
り
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
可

能
に
な
る
。

動
作
・
行
為
な
ど
が
関
係
者
の
意
思
や
反
応
ま
た
は
周
囲
の
状
況
と
無

関
係
に
行
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
結
果
が
関
係
者
の
不
愉
快
・
迷
惑
・
困
惑

な
ど
を
招
来
し
や
す
い
、
と
考
え
る
こ
と
に
は
一
応
無
理
が
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
条
件
と
結
果
と
の
結
び
つ
き
は
も
ち
ろ
ん
普
遍
的
な
も
の

で
は
な
い
。

一
方
、
件
の
表
現
形
式
と
、
関
係
者
の
不
愉
快
．
迷
惑
．
困
惑
な
ど
の

結
果
と
の
結
び
つ
き
は
、
宇
津
保
物
語
・
栄
花
物
語
に
乳
幼
児
が
「
た
だ

笑
ひ
に
笑
ふ
」
例
が
散
在
す
る
こ
と
か
ら
も
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
い
と

知
ら
れ
る
が
、
右
に
述
べ
た
こ
の
表
現
形
式
の
意
味
的
特
質
は
、
そ
の
よ

う
な
結
果
と
結
び
つ
き
や
す
い
、
言
わ
ば
親
和
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の

親
和
の
強
さ
は
、
こ
の
表
現
形
式
が
い
か
に
運
用
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
親
和
を
進
め
る
た
め
に
、
一
定
の
条
件
の
下
で

運
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
関
係
者
の
不
愉
快
．
迷
惑
．

困
惑
な
ど
の
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
文
脈
に
限
っ
て
発
動
す
る
こ
と
で
、

両
者
の
結
び
つ
き
は
密
接
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
に
お
い

(12) 

て
件
の
表
現
形
式
が
、
特
定
の
結
果
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
「
運
用
」
の
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
に
、
関
係
者
に
不
愉
快
．
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
動
作
・
行
為
を

そ
れ
と
し
て
描
写
す
る
こ
と
は
、
そ
の
動
作
・
行
為
に
対
す
る
批
判
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
表
現
者
に
と
っ
て
、
あ

る
動
作
・
行
為
が
、
「
尊
敬
」
表
現
を
適
用
し
て
表
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
批
判
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
言
及
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
も
、
希
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
の
表
現
に
際
し
て
は
そ

れ
が
た
め
ら
わ
れ
、
憚
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

今
昔
物
語
集
の
中
で
、
件
の
表
現
形
式
が
、
関
係
者
の
不
愉
快
・
迷
惑
・

困
惑
な
ど
の
結
果
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
指
向
し
て
運
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
の
発
動
に
は
批
判
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
躊
躇
な
く
表
明
で
き
る
対
象
が
選

ば
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
撰
者
か
ら
見
て
あ
る
動
作
・
行

為
が
、
「
尊
敬
」
表
現
を
適
用
し
て
表
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
の
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こ
と
は
こ
の
表
現
形
式
の
発
動
を
回
避
す
る
要
因
と
し
て
撰
者
の
意
識
に

上
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
運
用
法
が
徹
底
さ
れ
た
場
合
、
例
外
的
な
運
用
例
は
、
逆

に
き
わ
だ
っ
た
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
今
昔
物
語
集
で
は
「
尊
敬
」

表
現
の
適
用
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
実
際
に
「
尊
敬
」
表
現
を

も
っ
て
待
遇
さ
れ
て
い
る
主
体
の
動
作
・
行
為
に
件
の
表
現
形
式
を
例
外

的
に
発
動
す
る
こ
と
で
、
そ
の
動
作
・
行
為
の
非
常
識
的
な
、
い
ち
じ
る

し
い
逸
脱
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
特
に
そ
の
主
体
が
固
有

名
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
「
左
大
臣
師
手
」
の
場
合
に
は
そ
の
効
果
も
殊

更
で
あ
る
。
因
み
に
師
手
は
、
安
和
の
変
で
源
高
明
を
陥
れ
た
主
謀
者
に

擬
せ
ら
れ
、
左
大
臣
就
任
後
半
年
で
斃
じ
た
の
も
高
明
の
祟
り
で
あ
る
と

噂
に
な
っ
た
、
後
世
の
評
判
も
芳
し
か
ら
ぬ
人
物
で
あ
っ
た
。

枕
草
子
の
用
例
に
お
け
る
主
体
の
偏
り
も
、
こ
の
表
現
形
式
が
、
不
愉

快
・
迷
惑
な
ど
の
結
果
と
ー
延
い
て
は
批
判
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
ー
結
び

つ
き
や
す
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
自
ら
の
行
動
を
自

(13) 

嘲
ぎ
み
に
表
現
す
る
に
用
い
た
例
が

2
例
あ
る
の
は
、
そ
の
裏
返
し
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
唯
一
の
例
外
で
あ
る
「
藤
三
位
」
は
、
清
少
納
言

に
と
っ
て
あ
る
種
の
侮
蔑
感
を
と
も
な
っ
て
想
起
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た

(14) 

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
に
対
す
る
「
尊
敬
」
表
現
が
章
段
中
で

隠
現
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
見
落
と
せ
な
い
事
実
で

あ
る
。以
上
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
型
表
現

形
式
の
運
用
法
に
つ
い
て
、
こ
の
表
現
形
式
の
意
味
的
特
質
と
の
関
連
か

ら
考
え
て
き
た
。
宇
治
拾
遺
物
語
な
ど
、
漢
字
文
系
以
外
の
い
く
つ
か
の

説
話
集
に
も
、
今
昔
物
語
集
と
同
様
の
主
体
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

5
 

4
 

3
 

2
 

1注 右
に
述
べ
た
よ
う
な
運
用
法
の
広
が
り
と
の
関
連
に
お
い
て
示
唆
的
で
あ

る
が
、
今
は
そ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
準
備
が
な
い
。
歴
史
物
語
や
作
り

物
語
に
お
け
る
運
用
法
の
問
題
と
併
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
三
』
の
解
説
は
、
こ
の
表
現
形
式
が
巻
十
六

に
集
中
し
て
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
そ
の
和
文
脈
的
な
、
ま
た
新
興
の
語
法
な
る

こ
と
を
十
分
に
思
わ
し
め
る
」
と
す
る

(p28)
。
ま
た
佐
藤
（
国
）
は
、
こ
の
表
現

形
式
を
和
文
体
に
特
有
の
も
の
と
し
、
巻
十
六
中
で
は
出
典
を
明
確
に
し
な
い
話
群

に
集
中
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

山
口
（
師

a
)
に
よ
る
。
一
連
の
論
考
（
叩
、
靡

a
、
郎
b
‘
躙
、
暉

a
、
暉
b
)

は
、
い
ず
れ
も
「
「
に
」
を
介
す
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
」
を
広
く
考
察
の
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
で
は
、
そ
れ
が
「
原
則
と
し
て
タ
ダ
を
伴
」
う
こ

と
が
あ
わ
せ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
山
口
（
叩
）
は
、
こ
の
形
式
が
「
そ
の

行
為
・
動
作
・
作
用
の
結
果
が
主
体
も
し
く
は
関
係
者
に
と
っ
て
不
愉
快
・
迷
惑
・

困
難
・
不
幸
で
あ
る
も
の
、
又
は
そ
う
い
う
状
態
の
原
因
と
な
る
も
の
」
の
表
現
に

多
用
さ
れ
「
何
ら
か
の
意
味
で
破
局
性
を
も
っ
た
場
面
」
の
表
現
で
あ
る
と
述
べ
る
。

【
た
だ
[
動
詞
]
に
[
動
詞
]
】
と
い
う
典
型
的
な
形
の
ほ
か
に
ヽ
[
動
詞
＋
助
動
詞
]

を
反
復
す
る
も
の
（
例
~
「
只
被
引
二
引
レ
テ
」
二
六
巻
二
三
）
‘
[
複
合
動
詞
]
を

反
復
す
る
も
の
（
「
只
引
入
二
引
入
レ
ツ
」
二
八
巻
三
七
）
、
【
に
】
の
下
に
中
間
項
を

も
つ
も
の
（
「
只
曳
キ
ニ
東
ノ
方
へ
曳
将
行
ケ
バ
」
十
六
巻
三
三
）
、
希
に
[
形
容
（
動
）

詞
]
を
反
復
す
る
も
の
（
「
只
近
二
近
ク
成
テ
」
二
六
巻
十
七
）
、
な
ど
の

variation

を
も
含
め
て
い
る
。
一
方
【
た
だ
】
を
上
接
し
な
い
も
の
、
【
た
だ
】
以
外
の
「
弥
ヨ
」

な
ど
を
上
接
す
る
も
の
は
除
い
て
い
る
。

付
言
す
れ
ば
、
b
の
例
の
「
給
フ
」
は
僧
「
登
照
」
か
ら
「
若
キ
男
」
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
「
若
キ
男
」
の
「
登
照
」
に
対
す
る
発
話
の
中
に
は
「
候
フ
」
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
登
照
」
は
「
若
キ
男
」
と
の
関
係
に
お
い
て
お

そ
ら
く
上
位
で
あ
り
、
こ
の
「
給
フ
」
の
敬
度
も
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

別
掲
[
表
ー
]
参
照
o

作
品
別
の
全
用
例
数
（
左
欄
）
と
「
尊
敬
」
表
現
を
伴
う
用

例
数
の
一
覧
を
示
す
。
括
弧
内
は
会
話
文
中
の
用
例
数
で
あ
る
。
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表 1

桜井（暉）にはさらに「IV第IV群」として「その他である。たとえば、

仏神、通行中・旅先などでの関係、特別な利害関係、肉親・男女関係な

ど」がある（凡例p6)。しかし、ここでは66例中65例が地の文の用例で

あり、このような特別な関係を考慮すべき例は「b」の1例に事実上限

定されるため、三分類とした。

桜井（暉）の分類でも11に整理されている。

日本古典全書『今昔物語集四』（朝日新聞社）p151注

萩谷（瞬）は、御乳母説を否定した上で「御乳母ではなくても…前典侍

として、一条天皇・中宮定子双方に対する大叔母として…定子立后と共

に、そのお目付役の如き立場で内裏に局住みしていたのであろう」(p265)

とする。どちらにせよ帝・中宮とは特別な関係にあったと言える。

ただし作者自身の行動について「たゞ寝に寝いりぬ」（ニ―一段）と使用

した例がある。ほかに会話文中の用例では、左衛門の尉則光が「和布の

ありしをとりて、たゞくひにくひまぎらはし」（八0段）と、やはり自分
の行動について使用した例がある。

前段との関連についても、前段「さかしきもの」の「無思慮・無分別に

竹取物語 2 (0) 0 (0) 

璽物語 0 (0) 0 (0) 

伊勢物語 1 (0) 0 (0) 

土佐日記 0 (0) 0 (0) 

平中物語 0 (0) 0 (0) 

大和物語 0 (0) 0 (0) 

蜻蛉日記 5 (0) 0 (0) 

宇津保物語 26 (10) 13 (2) 

落窪物語 19 (4) 6 (3) 

枕草子 18 (1) 0 (0) 

和泉式部日記 1 (0) 1 (0) 

源氏物語 19 (1) 7 (1) 

紫式部日記 1 (0) 0 (0) 

大鏡 1 (1) 0 (0) 

栄花物語 26 (1) 10 (0) 

堤中納言物語 0 (0) 0 (0) 

夜の寝覚 8 (3) 3 (1) 

更級日記 2 (0) 0 (0) 

浜松中納言物語 2 (0) 0 (0) 

狭衣物語 5 (0) 2 (0) 

讃岐典侍日記 3 (0) 3 (0) 

今昔物語集 92 (2) 2 (1) 

近
藤
明
「
「
強
調
」
の
「
動
詞
十
二
十
動
詞
」
型
ー
¢
型
と
「
イ
ヤ
ー
」

「
タ
ダ
ー
」
ー
」
（
『
語
源
探
究

4
』

児
U
ー
4
0
明
治
書
院
）
平
六

桜
井
光
昭
『
今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究
』
（
明
治
書
院
）
昭
四
一

佐
藤
武
義
「
今
昔
物
語
集
巻
十
六
の
文
章
」

(
『
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
1
集
児
心
ー
83)
昭
四
ニ
・
三

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈
四
』
（
角
川
書
店
）
昭
和
五
八

萩
谷
朴
『
枕
草
子
解
環
三
」
（
同
朋
社
出
版
）
昭
五
七

萩
谷
朴
『
枕
草
子
解
環
四
』
（
同
朋
社
出
版
）
昭
五
八

山
口
康
子
「
今
昔
物
語
集
の
同
一
動
詞
反
復
形
式
管
見
ー
「
に
」
を
介
す

る
形
式
に
つ
い
て
ー
」
（
『
語
文
研
究
』
第
三
七
号
庶
“_38)
昭
四
九
・

＼
 

（郎

a)
同
「
上
代
に
お
け
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
ー
「
に
」
を
介
す
る
形
式
の
成

立
要
因
に
つ
い
て
ー
」
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
第

ニ
四
号
氾
1
9ー
2
9
)昭
五
0
•
三

（郎
b
)
同
「
「
二
」
を
介
す
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
の
史
的
考
察
ー
今
昔
物
語
集
ま

で
ー
」
（
『
語
文
研
究
』
第
三
九
・
四0
号
児
且
1
2
0
)昭
五
0
•
六

同
「
「
に
」
を
介
す
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
の
流
動
ー
「
い
や
」
か
ら
「
たp
 
p
 

だ
」
ヘ
ー
」
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
第
二
五
号

23ー
33)
昭
五
一
・
三

1976 

田
中
（
闊
）

萩
谷
（
寧
）函）

山
口
（
叩
）

桜
井
（
暉
）

佐
藤
（
国
）

引
用
文
献

近
藤
（
岡
）

14 13 12 

べ
ら
べ
ら
喋
る
「
さ
か
し
さ
」
」
（
萩
谷
（
図
）

p479)
か
ら
、
自
分
の
意
思
と
無
関

係
に
過
ぎ
て
ゆ
く
も
の
へ
の
連
想
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

山
口
（
叩
）
の
整
理
に
拠
れ
ば
、
関
係
者
に
と
っ
て
好
ま
し
い
結
果
と
結
び
つ
い
た

例
は

4
例
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
人
物
を
主
体
と
す
る
の
は
、
後
に
国
王
と
な
る

天
竺
の
「
端
正
美
麗
ナ
ル
男
子
」
の

1
例
（
五
巻
一
七
）
の
み
で
あ
る
。

注
10
参
照
。
な
お
全
用
例
中
に
は
「
蟻
は
…
た
ゞ
あ
ゆ
み
に
あ
ゆ
み
あ
り
く
こ
そ
、

を
か
し
け
れ
」
（
四

0
段
）
の
よ
う
に
、
関
係
者
の
不
愉
快
・
迷
惑
な
ど
と
結
び
つ
い

て
い
る
と
は
見
な
し
難
い
も
の
が
数
例
あ
り
、
こ
の
表
現
形
式
と
特
定
の
結
果
と
の

親
和
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

萩
谷
（
陶
）
四
2621264
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し

ま

だ

や

す

ゆ

き

（郎

a)
同
「
同
一
動
詞
反
復
形
式
の
通
史
的
考
察
ー
「
に
」
を
介
す
る
形
式
の
変

転
ー
」
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
第
二
七
号

m
l
g

ー

35)
昭
五
三
・
三

8
 

(97b)
同
「
「
に
」
を
介
す
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
の
表
現
価
値
ー
そ
の
通
史
的
考

ー

察
の
試
み
ー
」
（
『
春
日
和
男
教
授
退
官
記
念
語
文
論
叢
』

p2731293)
昭

p
 

五
三
・
十
一

【
使
用
本
文
及
び
索
引
類
】
（
大
系
1
1

日
本
古
典
文
学
大
系
、
新
大
系
1
1
新
日
本
古
典
文
学

大
系
）
[
竹
取
物
語
]
上
坂
信
男
編
『
九
本
対
照
竹
取
物
語
語
彙
索
引
』
[
菫
物
語
]
小
久
保
崇
明

編
『
璽
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
[
伊
勢
物
語
]
大
野
晋
他
編
「
伊
勢
物
語
総
索
引
』
＋
大

系
[
土
佐
日
記
]
小
久
保
崇
明
他
編
『
土
佐
日
記
本
文
及
び
語
彙
索
引
j

[
平
中
物
語
]
曾

田
文
雄
『
「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』
[
大
和
物
語
]
塚
原
鉄
雄
他
編
『
大
和
物
語
語
彙

索
引
』
＋
大
系
[
蜻
蛉
日
記
]
佐
伯
梅
友
他
編
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
[
宇
津
保
物
語
]

宇
津
保
物
語
研
究
会
編
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』
＋
大
系
[
落
窪
物
語
]
松
尾
聰
．
江

口
正
弘
編
『
落
窪
物
語
総
索
引
』
＋
大
系
[
枕
草
子
]
新
大
系
[
和
泉
式
部
日
記
]
東
節
夫

他
編
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』
[
源
氏
物
語
]
源
氏
物
語
大
成
[
紫
式
部
日
記
]
新
大
系

[
大
鏡
]
大
系
[
栄
花
物
語
ご
尚
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
編
『
栄
花
物
語
本
文

と
索
引
』
[
堤
中
納
言
物
語
]
森
口
年
光
著
『
堤
中
納
言
物
語
総
索
引
』
[
夜
の
寝
覚
]
阪

倉
篤
義
他
編
『
夜
の
寝
覚
総
索
引
』
＋
大
系
[
更
級
日
記
]
東
節
夫
他
編
『
更
級
日
記
総
索

引
』
[
浜
松
中
納
言
物
語
]
池
田
利
夫
編
『
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引
』
＋
大
系
[
狭
衣
物

語
]
塚
原
鉄
雄
他
編
『
狭
衣
物
語
語
彙
索
引
』
＋
大
系
[
讃
岐
典
侍
日
記
]
日
本
古
典
文
学

全
集
[
今
昔
物
語
集
]
馬
淵
和
夫
監
修
．
有
賀
嘉
寿
子
編
『
今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』
＋

大
系
[
古
本
説
話
集
]
新
大
系
[
打
聞
集
]
中
島
悦
次
『
打
聞
集
』
[
宇
治
拾
遺
物
語
]
境

田
四
郎
監
修
『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』
＋
大
系
[
発
心
集
冨
向
尾
稔
他
編
『
発
心
集
本
文
●

自
立
語
索
引
』

※
引
用
に
際
し
て
は
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

文
部
省
教
科
書
調
査
官
）
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